
　

　

令和４年度　兵庫県立尼崎青少年創造劇場　事業体系表

施設の管理運営事業 尼崎青少年創造劇場の施設管理

ピッコロ劇団公演事業 公演の実施

人材育成・体験活動事業 ピッコロ演劇学校の運営

ピッコロ舞台技術学校の運営

演劇指導

外部出演

ピッコロサポートクラブへの支援

その他、施設利用者の利便向上への
取り組み

情報の提供・発信（演劇等舞台芸術関係資料
の提供、ホームページの運営）

　尼崎青少年創造劇場の
　管理・運営

主催公演事業 ピッコロシアター鑑賞劇場

ピッコロフェスティバル

ピッコロ実技教室

コロナ禍による新たな取組
－動画配信－

ピッコロ・山根演劇賞の贈呈

ピッコロシアター文化セミナー

ピッコロシアター文化セミナーラボ

ひょうごプレミアム芸術デー

研修生等の受け入れ

地域の関係機関との連携



 
 

 
  
      

        
      

   
     

      
  

 
   

 
  

           
 

  
      
   
              

 
            

      
         

     
     

 
   

       
 

  
 

        
      

    
    

       
   

   
    

  
 

  
 

 
 
 

    
    

                         



 
 

 
  

                 
 

 
             

 
  

                  
 

                    

      
 

  
 

      
       

 

    

 
   

  

        
           

        
 

 

    
 

  
   

 
  

               
  

 
 

                 
                    

 



 
 

 
 

  
 

 

 

     
  

 
 

 
 

         
           

     

 
  

          
            

 
  

 
      

  
 

   

   

  
 

  
 

       
 

    

 
 

         
   

 
 

          

        
         

 

 
 

  
    

 
 

 
         

        

 
 

 
           

 
 

 
            

              

 
  

    
 
 
 
 



    

      

       

      

     

        

     

   

     

    

   

     

      

     

      

          

  

  

             



 
 

 
 

      
  

       
 

  

      
    

 

  
 
 

    

   
  

 
 

       
     

 

  
 

  
 

      

   
  

 
 

       
    

 
      

 
  

 

      
    

 
    

 
  

   

        
      

 
    

   
 

 

       
     
   

 
 

 
    

   
 

 

       
     

 

 
 

  
 

      

 
 

       

         
       
   

  
  

 
    

   
 

 
     

       
   

 

 
  

      
       

                              
 

       
   

       
 

  

 
 

 
  

         
          

       
   

  



 
 

    
             

           
       

 
 

 
     

    
   
  

 

 

      
 

 

   
 

   
  

                                  
                                      
                                     
                                     

 
   

                                                                 
 

   
                                                                  

 
   

                                                                  
 

   
                                                                   

 
   

                                                                  
 
 

                                                                
 

  
                                           

 
  

                         
                           

 
  

                                                               
 

 
 

 



 
 

   
  

  
  

 
 

  

   
   

      
     

  
 

 
   

     
  

 
  

   

     

     

       
 

     
 

     
 

     
 

 
    

     
  

   
    

    

       
 

 
 
 

  

       

   
        

           

         
      

           
 

 
 

 
 

      
       
      

 

 
  

  
 

      
     
    

 



 
 

 
   

 
 

 
  

      
     

        
 

 
 

 
 

      
     
      

 

         
      

         
          

  
  

 
 

      
      

 
   

  
 

      
         

           

            
  

   
 
           

          
      

 
 

 
        

 
 

  
 
        

           

  
   

 
  

  
        

     
         

   
 

 

  

 
 

 
 

        

 
 

 
 

         

 
 

 
          

 
 

 
        



 
 

    

    
  

         

  
  

  
 

       
      

  
  

  
  

       
    

   

 
 
 

       
       

 

  

 
  

  
         

 
              

          

            
 

  
  

 
  

  
         

          
        

 
  

  
          

          
   

 
 

 
            

           

 
 

  
          

 
    

         

  
        

         
   

          
          

 
  

 
  

  
        

        
  

  
         



 
 

     
  

 
 

 
 

  
 

 
 

        

           

 
 

  
 

   
  

 
   

 
         

  
 

 
 

         

    
  

 
       

  

 
 

  
 

         

          
    

 
  

   
               

  
 

 
       

   

 
            

    

             
 

 
          

    
          
         

         

       
 

        
         

    
       

 
 
 

          

       
                   

 

   

 
 

 
 

 
 

         



 
 

       
 

         

  
  

 
 

 
 

         

    
  

          

   
 

 
 

       
    

 
 

    
        
        
        

 
 

 
  

             
                              

 

 
 
 

        
 

     

 
 

  
 

        

        
 

   
 

   
   
    
    
  
   
    

     
             

                 
    

       
      
      

 
 

 

 

    
 

              
            
  

 
 
 



 
 

  
 

      
 

 

 
 

          

 

          
       

         

       
        

 

      
         

       
         

        
         

    

  

  

                          

    
 

    

  

  
   

   
 

  
   

 
 

 
 

  
 

    

 
 

  
  

 
  

 

  

  
   
   

  
   
   

 
    
   

    



 
 

                    

           
 

   
        
            

   

   
       
           

   
 

 

            
             

            
 

 

 
 

 

 
    

     
   

   
 

 
 

      
 

 

 
           

         

           
 

 
 

   
    

          

 
 

   
 

          

    
    

  
 

     
 

  
 

  
 

  

    

 
 

   

 
 

     



 
 

 

 
 

         

          
         

  
          

    

 
         

         

 
 

     
                      
    
    
 

 

 
   

  
     

      
   

 
 

 

        

 

 
       

   
 

    

 
            

      

  
        

    

 

  

 
         

    

 
         

        



     
  

  

         
   

    
    
    

  
           
       

  
 

  
               

     

    

  
               

  

              
           



 
 

  
 

 
 

               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
   

 
 

 
 

 
 

 
      

          
     

     
     

       
       

     
         

 
 

    
    

                         
                         
                         

                       
                   

               
                         

     
  

 
 

                     
                     
                     

                 
                     

                       
                     

                          



                    

                               

      
      

  

              

                
            

         
     

    
     
     

         
         
     



 
 

 
      

           
           

  

    
      
     

       

 

      
     
     

         
 

  
      

       

      
         

       
        

 
      

          
       

           
 

 
   

        
                          

      
     

       
       

            
       

       
  

      
       

        
        

       
  
  
       

         

  
 





ひょうごアーティストサロン賞

主
　
催
　
事
　
業

令和４年度　公益財団法人兵庫県芸術文化協会本部　事業体系表

芸術文化の普及・啓発 芸術文化活動の表彰事業 第41回ふるさと文化賞

亀高文子記念－赤艸社賞

坂井時忠音楽賞

地域と暮らしの兵庫学

第59回 2022県展

兵庫県民会館文化教室総合展

新進美術家作品展

動画で楽しむひょうごの芸術文化事業

主催公演事業 県民芸術劇場

コンクール、展示事業 第34回全国手工芸コンクールinひょうご

県民会館ロビーコンサート

県内芸術家ロビーコンサート

新進芸術家育成プロジェクト・リサイタルシリーズ

講座・体験等事業 兵庫県生活文化大学

第28回兵庫ふれあい美術展

伝統文化ふれあい広場

伝統文化体験教室

伝統文化学び塾

ひょうご未来の芸術文化人材創出事業

友の会会員事業の推進

芸術文化団体等との連携事業 兵庫県地域文化団体協議会への支援

地域文化団体との共同事業

地域文化を考えるシンポジウム

ふれあいの祭典－県民文化普及事業

市町ホール活用支援事業

舞台芸術賞機会創出事業

ひょうご文化交流のつどい

芸術文化団体等の事業への支援

兵庫県文化賞受賞者懇話会への支援

ひょうごアーティストサロンによる県内
アーティストへの支援事業

芸術文化関係者の交流・連携の促進

相談・助言・斡旋事業の実施

若手アーティストの育成・支援

情報の提供 文化情報紙「すずかけ」の発行

文化情報の提供

ホームページの運営

その他多面的な広報活動



 

〔本部の事業（概要）〕 
 

 

 

芸術文化の普及・啓発 
 

１ 主催事業 

（１）芸術文化活動の表彰事業 
県の芸術文化の高揚を図るため、将来の活躍が期待される音楽家を対象とする「坂井

時忠音楽賞」、功績のあった女性洋画家を対象とする「亀高文子記念―赤艸社賞」、地

域の伝統文化の継承等に貢献した個人・団体を対象とする「ふるさと文化賞」などの表

彰事業を実施した。 

（２）コンクール、展示事業 
県民の創作活動を後押し、世代や分野を超えた人々の交流の場づくりを進めるため、

広く県民を対象とした「兵庫ふれあい美術展」等の公募展を開催した。新進美術家等に

発表機会を提供するとともに、県民が気軽に良質の美術作品を鑑賞できる場として、県

民アートギャラリー等において「作品展」を開催した。 

（３）主催公演事業 
子どもから大人まで優れた舞台芸術を身近で鑑賞でき、県内芸術団体等への活動機会

を提供するため、小学校・高校や公立文化施設において「県民芸術劇場」を実施した

（56 公演）。また、新進音楽家等に発表機会を提供するとともに、県民が気軽に良質の

舞台芸術を鑑賞できる場として、県民会館のほか県内文化施設等においてロビーコンサ

ート、リサイタル等を開催した。 

（４）講座・体験等事業 
県民の高い学習意欲に応えるため、県立美術館、博物館、芸術文化団体等と連携・協

力し、「兵庫県生活文化大学」を開催し、歴史、美術、音楽等の多彩な分野の講座を提

供した（通年講座：８講座、短期講座：６講座）。伝統文化の普及・継承を図るため、

子どもから大人まで幅広い層の県民が伝統文化を体験できる「伝統文化ふれあい広場」

「伝統文化体験教室」「伝統文化学び塾」を実施した。 

 

２ 芸術文化団体等との連携事業 
地域文化の向上・振興を図るため、７つの地域文化団体で構成される兵庫県地域文化団

体協議会と連携し、各地域の特色を活かした事業の推進を支援した。各種イベント等を通

じて県下に芸術文化のすそ野を拡げるため、様々なジャンルの県域芸術文化団体や地域文

化団体、市町等と連携・協力し、「ふれあい文化の祭典－県民文化普及事業」を展開した

（25事業）。 

県民の舞台芸術鑑賞機会を拡大するため、大型共同企画を支援する「市町ホール活用支

援事業」、児童・生徒・学生が無料で鑑賞できるよう公演経費を支援する「舞台芸術鑑賞

機会創出事業」を実施した。 

 

３ ひょうごアーティストサロンによる県内アーティストへの支援事業  
「ひょうごアーティストサロン」を県民会館に置き、芸術文化関係者の交流・連携、相

談や情報発信等の機能を担わせた。新進・若手アーティストを対象とした美術作品展、ロ

ビーコンサート、リサイタルの開催、アーティストサロン賞の贈呈などを行った。 

 

４ 情報の提供  
県民の芸術文化への関心を高め参加を促すため、協会や関係文化施設、芸術文化団体等

の情報を掲載した情報紙「すずかけ」の毎月発行、ホームページや SNS を活用して県内ア

ーティスト・団体の活動等の動画配信やイベント情報の発信などを行った。 

 



 

〔本部の事業（評価）〕 

１ 主催事業 
（１）「坂井時忠音楽賞」、「亀高文子記念―赤艸社賞」は、音楽や美術関係者からの評価は高

く、アーティストが目指す賞として定着しており、受賞者にとって今後の大きな励みとなっ

ている。「ふるさと文化賞」では、受賞者の活動等を広く発信でき、継続的に活動に取り組

む意欲を高めている。 

 

（２）「兵庫ふれあい美術展」については、県委託料の減に伴い出品料の増額をやむを得ず行った

が、出品者数は前年度並み（約 400 点）を維持できた。出品者の年齢層は 15 歳から 92 歳ま

でと幅が広く、プロとアマ、世代や分野を超えた人々の交流の場づくりを進めることができ

た。県民会館において、年間を通じて「新進美術家作品展」等を開催し、作家にとって貴重

な発表の場となるとともに、県民が気軽に美術鑑賞できる場としても定着している。 

 

（３）「県民芸術劇場」については、開催希望はコロナ禍前の約８割に回復したが、県予算の減に

より公演数が減（R3：68 公演、R4:56 公演）となった。今後、必要予算の確保を県に要請し

ながら、学校公演をはじめニーズに十分に対応できるよう努めていく。県民会館ほか県内文

化施設等で、若手音楽家等によるコンサート、リサイタルを開催（計 28公演）し、減少した

活動機会の拡大とともに、県民が気軽に舞台芸術に触れる機会をつくることができた。 

 

（４）「兵庫県生活文化大学」については、計画した通年８講座を開催することができ、新型コロ

ナウイルス感染症の影響で減少した受講者数も一定の回復があった（R3：312 人、R4:341

人）。講師には、第一線で活躍する研究者・実務者を依頼しており、「最新の研修成果が学べ

る」「分かりやすく楽しい」など好評を得ている。 

新型コロナウイルス感染症により、令和元年度から３年度まで休止した「伝統文化ふれあ

い広場（旧名称「伝統文化体験フェスティバル」）は規模を縮小して実施した。「伝統文化体

験教室」および「伝統文化学び塾」（令和4年度から協会自主）を、参加定員を縮小して実施

し、初めて体験する方々から「敷居が高かった伝統文化を身近に感じることができた」「今

後鑑賞する際に、より深く楽しめそうだ」など好評を得ている。 

 

２ 芸術文化団体等との連携事業 
  「ふれあい文化の祭典－県民文化普及事業」は、新型コロナウイルス感染症等により３事業

が中止となったが、個々の事業では、県域又は地域の芸術文化団体、市町等の連携により、地

域の文化振興や交流の拡大につながり、９割以上の参加者から高い満足度が得られた。 

「市町ホール活用支援事業」は、各ホール間の連携を促進し、企画力の向上につながってい

る。「舞台芸術鑑賞機会創出事業」では、「助成を受けられたので若い世代を招待できた」とい

った声も寄せられ、若者の鑑賞機会の拡大とともに県内アーティストの活動機会の創出に役立

っている。 

 

３ ひょうごアーティストサロンによる県内アーティストへの支援事業 
芸術文化コーディネーターを中心にネットワークをつくり、多様な分野の芸術文化関係者が

交流・連携ができる場として機能している。発表の場としての展覧会・リサイタル等の企画・

実施、ひょうごアーティストサロン賞の贈呈等は、新進・若手アーティストの育成や活動意欲

の向上につながっている。県民会館でのロビーコンサート（無料）を毎月開催し、小さな子ど

も連れなども気兼ねなく鑑賞できると喜ばれている。 

 

４ 情報の提供 
  情報紙「すずかけ」は紙面を印象的で読みやすくリニューアルした。また、チラシ等の印

刷媒体、ホームページやＳＮＳなど多様な方法を用いて、より多くの県民に情報が届くよう情

報発信力の向上に努めてきた。さらにアーティストの活動動画配信の充実、印刷媒体への二次

元コード掲載など、コンテンツの充実や利便性を向上させていく。 



 

〔本部の事業（詳細）〕 

１ 主催事業 

（１）芸術文化活動の表彰事業 

  ① 第４１回ふるさと文化賞 

地域社会において、永年にわたりひたむきな努力を続け、伝統文化の継承に貢

献するなど、その活動と功績が著しい２個人１団体に贈呈した。 

【贈呈式】  令和５年２月６日 

【会  場】  兵庫県民会館 

【受賞者】  吉田 太郎    （神戸人形製作・神戸市） 

長田 和美    （日本舞踊・たつの市） 

      鶴岡太神楽保存会 （郷土芸能・豊岡市） 
 

② 亀高文子記念－赤艸社
せきそうしゃ

賞 

 絵画の創作活動を通じて県民文化の高揚に功績があった女流洋画家に贈呈した。 

【贈呈式】  令和５年３月９日 

【会  場】  兵庫県民会館 

【受賞者】  堀尾 昭子（神戸市） 

 

③ 坂井時忠音楽賞 

県内において音楽活動に優れた業績をあげ、将来の活躍が期待される音楽家を

奨励するため贈呈した。 

   【贈呈式】  令和５年３月９日 

【会  場】  兵庫県民会館 

【受賞者】  山中 歩夢（ピアノ・神戸市）  

       

④ ひょうごアーティストサロン賞（アーティストサロン事業） 

ひょうごアーティストサロンの事業に積極的に参加し、将来一層の活躍が期待

される新進・若手アーティスト及びサロンの企画・運営に協力いただいた団体に

贈呈した。 

【贈呈式】 令和５年３月１日 

【会 場】 兵庫県民会館 

【受賞者】  〈アーティスト部門〉根垣 りの（ヴァイオリン・京都市） 

山内 瑤子（チェロ・大阪府池田市） 

        〈協力者部門〉   兵庫県いけばな協会（神戸市） 
 

（２）コンクール、展示事業 

① 第３４回全国手工芸コンクール in ひょうご 

女性を対象とし、ふだんの生活から創りだされた、ぬくもりのある手工芸作品

を全国から公募し、優秀な作品に文部科学大臣賞、知事賞等を贈呈した。 

【会 期】 令和４年１１月１１日～１３日 

【会 場】 原田の森ギャラリー 

【出品数】 １８９点 

【入場者】 １，１２４人 

 

② 第２８回兵庫ふれあい美術展 

    県内の美術愛好家から日本画・洋画・彫刻・工芸・書・写真・鈴懸の径絵画

（洋画または日本画の小品。テーマあり）作品を公募し、全ての応募作品を展示

するとともに、優秀な作品に知事賞等を贈呈した。 

【会 期】 令和４年１２月２３日～２５日  

【会 場】 原田の森ギャラリー 



 

 

【出品数】 ４０３点 

【入場者】 ８８０人 

 

③ 第５９回２０２２県展 

県内に生活し、日頃から美術作品の制作活動に励んでいる方を対象に、絵画、

彫刻・立体、工芸、書、写真、デザインを公募し、入選作品の展示を行い、優秀

な作品には県展大賞等を贈呈した。 

【会 期】 令和４年８月６日～２０日 

【会 場】 原田の森ギャラリー 

【応募数】 ５１２点（入選作品２０２点） 

【入場者】 ３，０２４人 

【共 催】 兵庫県・兵庫県立美術館・神戸新聞社 

 

④ 兵庫県民会館文化教室総合展【中止】 

 兵庫県民会館で実施されている、美術・書道等さまざまなジャンルの文化教室

の作品を一堂に展示し、受講生の交流や発表の場として計画していたが、新型コ

ロナウイルス感染症により中止した。 

 

⑤ 新進美術家作品展（アーティストサロン事業） 

県内各美術団体の協力を得て、新進作家を中心とした作品展を開催した。 
 

・ひょうごアーティストサロン内 

事 業 名 開催年月日 出展人数（人） 入場者（人） 

兵庫二紀会選抜展 ４．４．１～５．３１    ２ ２３４ 

兵庫県写真作家協会新進作家選抜展 ４．６．２～７．３０    ８ １７５ 

兵庫県美術家同盟新進作家展 ４．８．１～９．３０    ７ １２５ 

兵庫の工芸 壁面を飾る ４．１０．１～１１．２９    ４ １４８ 

兵庫県書作家協会選抜展 ４．１２．１～５．１．３１    ６ ２８７ 

兵庫県日本画家連盟選抜展 ５.２.２～３.３１    ６ ３９８ 

  合 計  ２５０日 ３３ １，３６７ 
 

・兵庫県民アートギャラリー特別展示室 

事 業 名 開催年月日 出展人数（人） 入場者（人） 

兵庫県書作家協会 日常の書展 ４．１１．１６～２０ ４３ ５０７ 

兵庫県美術家同盟 俊英展 ５．２．８～１２ １６ ６８５ 

  合 計  １０日 ５９ １，１９２ 
 

・兵庫県民アートギャラリー大展示室 

事 業 名 開催年月日 出展人数（人） 入場者（人） 

兵庫県美術作家交流展 選抜作家展 ４．１２．７～１１ １８ ５５５ 

 
⑥ 動画で楽しむひょうごの芸術文化事業 

県内の新進・若手アーティスト等による芸術活動の動画を作成し、当協会の

YouTube チャンネル上で配信することで、県民の芸術文化鑑賞機会とアーティスト

の発表の場の拡大を図った。 

【出演者】 兵庫県芸術奨励賞受賞者２人 

【配信件数】２件 

 

 

 



 

（３）主催公演事業 

① 県民芸術劇場 

小学生・高校生、一般県民が優れた舞台芸術を身近に鑑賞し、県内芸術団体等

が活動する機会として県民芸術劇場を開催した 

中学校公演は、全ての県内中学生を対象に「わくわくオーケストラ教室」等を 

実施していることから、県民芸術劇場の対象外。 

 

②  県民会館ロビーコンサート（アーティストサロン事業） 

  兵庫県民会館のロビーを活用した新進・若手アーティスト等のコンサートを開

催し、活動発表の場を提供した。また、兵庫県いけばな協会の協力により、会場

にいけばなを添えて芸術文化に親しむ環境の充実を図った。 

公 演 名 開催年月日 いけばな 入場者（人） 

藤田菜央ピアノコンサート ４．４．９ 松井博士(小原流) ７０ 

小塩真愛ピアノコンサート ４．５．１４ 内藤貴風（光風流） ５５ 

吉田侑記ヴァイオリンコンサ

ート 
４．６．１１ 管香風（嵯峨御流） ７２ 

栗田麻子ピアノコンサート ４．７．９ 
本井里絵甫（未生流中山

文甫会） 
９５ 

竹嶋夕琳ピアノコンサート ４．８．２０ 加藤美千代(池坊) ６５ 

県立西宮高等学校音楽科 

コンサート 
４．９．１７ 西村翠雲（佳生流） ７７ 

前田紗希ソプラノコンサート ４．１０．８ 矢野翠里（真生流） ５５ 

小原彩乃ハープコンサート ４．１１．１２ 松井博士(小原流) ７０ 

柏原雅ソプラノコンサート ４．１２．１０ 佐伯一甫（未生流(庵家)） ９８ 

誉田真弓ピアノコンサート ５．１．１４ 松井博士(小原流) ５５ 

志賀俊亮ピアノコンサート ５．２．１１ 伊藤洸明(御室流） ８１ 

神戸山手女子高等学校音楽科

センプリーチェ・コンサート 
５．３．１１ 岡島眞草(草月流） ７８ 

１２公演 ８７１ 
 

③ 県内芸術家ロビーコンサート（アーティストサロン事業） 

  新型コロナウイルス感染症により、公演等の中止が相次ぎ、県内の新進・若手

アーティストの活動の場が大幅に減少していることから、会場を県民会館から県

種   別 ４年度 協会支出額（千円） 

 公演ジャンル 公 演 数 入 場 者 数 ４ 年 度 ３ 年 度 

一般公演  ５ １，６２２ 
４,１３３ １０,０３０  

音   楽 ５ １，６２２ 

高等学校公演 １１  ６，８３５ 

４,５７９ ６,６３８ 

 

演  劇 ５ ３，３７５ 

音   楽 ５ ２，９５５ 

ミュージカル １ ５０５ 

小学校公演 ４０ １７，３０４ 

８,３７５ ８,１７４ 

 

音   楽 ２４ １０，４２９ 

舞   踊 ２ ５３６ 

演   劇 ９ ３，２２９ 

ミュージカル ２ ７８４ 

伝統芸能 ３ ２，３２６ 

合     計 ５６ ２５，７６１ １７，０８７ ２４，８４２ 



 

内の芸術文化施設等に広げて実施した。 

公 演 名 開催年月日 出演者 入場者（人） 

アクリエひめじメインスタジオ 

山中歩夢のおしゃべりコンサート 
４．７．１１ 山中歩夢（ピアノ） ５８ 

西宮市山口センター1 階ロビー 

西田仁ジャズピアノコンサート  
４．８．４ 

西田仁(ジャズピアノ) 

原満章(コントラバス） 
５３ 

新湊川ふれあい会館 

新湊川ふれあいコンサート 
４．１０．１７ 

小松加奈(マリンバ) 

稲川はるか(マリンバ) 
４２ 

養父公民館 

やぶ文化祭ロビーコンサート 
４．１０．２２ 

田中利奈(フルート) 

中嶋緑(ピアノ) 
４５ 

世良美術館 １階サロン 

神戸東灘アートマンス特別

コンサート 

４．１０．２９ 木村モモ（ギター） ５２ 

こうこはくロビーコンサート 

風薫る春のしらべ 
５．３．１９ 

春本亜美（フルート） 

加門祐香里(ピアノ) 
１１２ 

合 計  ６公演 ３６２ 

④ 新進芸術家育成プロジェクト・リサイタルシリーズ（アーティストサロン事業） 

  兵庫県民会館けんみんホールを利用し、「新進芸術家育成プロジェクト・リサ

イタルシリーズ」を開催した。 

あわせて兵庫県いけばな協会の協力により舞台にいけばなを添えて鑑賞者に対

して芸術文化に親しむ環境の充実を図った。 

事業実施にあたっては、出演者にリサイタルの企画から実施までのマネジメン

トを自ら経験させ、今後演奏家としての実務に役立てられるよう支援を行った。 

公 演 名 開催年月日 いけばな 入場者（人） 

大森花ソプラノリサイタル ４．５．６ 
大木数甫（未生流）
＊ 

８１ 

根垣りのヴァイオリンリサイタル ４．５．２７ 冨士聡子（華精流） １３５ 

田中正也ピアノリサイタル ４．６．１７ 成瀬香泉（知香流） １０５ 

西尾岳史バリトンリサイタル ４．７．８ 
本井里絵甫（未生流

中山文甫会 
２０２ 

高橋奈王子能楽公演 
【コロナにより中止】 

４．８．２６ － － 

名田綾子 ピアノリサイタル ４．９．２９ 熊原恵甫（未生真流） １７１ 

塚本芙美香ピアノリサイタル ４．１０．１４ 梶山恵甫（未生流） ８９ 

鳥居大輔ピアノリサイタル 
【出演者都合により中止】 

４．１２．２３ － － 

北村萌マリンバリサイタル ５．１．２７ 漣 徳甫（未生流） １０９ 

池内響バリトンリサイタル ５．２．１７ 名倉庄司（池坊） ９８ 

加茂夏来ヴァイオリンリサイタル ５．３．３ 橋本智月（嵯峨御流） ８１ 

周防彩子ソプラノリサイタル ５．３．２０ 伊藤洸明（御室流） １７４ 

１２公演 ⇒１０公演 １，２４５ 

注 ＊は、リサイタル日程が変更したため、当初予定の 4 月 22 日に兵庫県民会

館ロビーで展示 



 

（４）講座・体験等事業 
① 兵庫県生活文化大学 

日々の暮らしに夢と潤いのある生活文化を創り育てるため、県立美術館、歴史

博物館、考古博物館等に講師を依頼するなど、県や芸術文化団体と連携しながら

最新の研究成果が学べる講座として、兵庫県生活文化大学を開催した。 

【通年講座】 

講 座 名 開催地 会   場 期間(回数) 受講者(人) 

神
戸
校 

文化財 

神戸市 
兵庫県民会館

ほか 

４～２月 （１０） 28 

考古学 
(県立考古博物館) 

４～２月 （１０） 39 

西洋美術 
(県立美術館「芸術の館友の

会」) 

４～２月 （１０） 45 

日本美術 
４～１月 

（１０→７）＊ 
31 

ふるさとの歴史 ４～２月 （１０） 42 

音楽鑑賞 
(兵庫県音楽活動推進会議) 

５～３月 （１０） 65 

明
石
校 

ふるさとの歴史 
(明石市) 

明石市 
明石市生涯学

習センター 
４～２月 （１０） 52 

姫
路
校 

ふるさとの歴史 
(県立歴史博物館) 

姫路市 
日本城郭研究

センターほか 
４～２月 （１０） 39 

合計   ８講座 80 回⇒77 回 341 

 ※講座名欄の( )は共催団体等  ＊講師都合により３回減 

【短期講座】 

講 座 名 開催地 会   場 期間(回数) 受講者(人) 

湊川隧道特別見学会 神戸市 湊川隧道 ６月 （１） 47 

展覧会特別鑑賞講座 

関西の 80年代展～ 
神戸市 

兵庫県立美術館

「芸術の館」 
６月 （１） 27 

伝統芸能講座 落語の世界

「染殿寄席」 

尼崎市 

西宮市 

天台宗道心寺、

兵庫県立芸術文

化センター 

8～９月（２） ９ 

展覧会特別鑑賞講座   

ボストン美術館所蔵 THE 

HEROES 刀剣×浮世絵―武者

たちの物語 

神戸市 
兵庫県立美術館

「芸術の館」 
10 月 （１） 33 

兵庫津ミュージアム特別鑑

賞講座 
神戸市 

兵庫津ミュー

ジアム 
12 月 （１） 35 

展覧会特別鑑賞講座   

恐竜図鑑―失われた世界の

想像／創造 

神戸市 
兵庫県立美術館

「芸術の館」 
３月 （１） 19 

合計   ６講座 ７回 170 

 

② 地域と暮らしの兵庫学 

 田辺眞人 園田学園女子大学名誉教授を講師に迎え、兵庫県の風土が生み出した

独自の地域文化や生活文化の中から、古くから伝わる伝説や歳時記、伝承行事の

様式の考察を交えて改めて歴史的に県域を考える講座を開催した。 

【開催日】 令和４年９月～令和５年１月（３回） 

【会 場】 兵庫県民会館 けんみんホール 



 

【講 師】 田辺 眞人氏（園田学園女子大学名誉教授） 

【参加者数】１７９人 

 

③ 伝統文化ふれあい広場 

    伝統文化の新たな担い手を発掘するため、県域文化団体等の協力を得て、幅広

い層の県民が様々な伝統文化を一堂に体験する機会を提供した。 

【開催日】 令和５年３月４日～５日 

【会 場】 兵庫県公館 

【内 容】 体験講座、舞台での実演、展示 

【参加者数】４９８人 

 

④ 伝統文化体験教室 

関係文化団体等との共催で、体験教室を開催することにより、県民が伝統文化

に触れる機会を提供した。 

【時 期】 令和４年７月～令和５年２月 

【回 数】 ９回 

【会 場】 兵庫県公館和風会議室 

【参加団体】兵庫県いけばな協会ほか５団体 

 

⑤ 伝統文化学び塾 

    伝統文化への関心を高め、学び続ける人を養成するため、箏を７回にわたって

学び、発表会まで行うコースを開催した。 

   【開催日】稽 古：令和４年７月～８月 発表会/８月 

     【会 場】稽 古：兵庫県公館和風会議室 

発表会：県立芸術文化センター阪急中ホール 

    （ひょうご邦楽の祭典のプログラムとして） 

   【参加者数】７人 

 

⑥ ひょうご未来の芸術文化人材創出事業 

    アーティストが県内の中学校・高校に出向き、吹奏楽部員に対して打楽器や金

管楽器等の実演やレッスンを行った。 

【件 数】 ８件１８回 

【場 所】 県内の中学校５校、高校１校 

【受講者数】のべ２４６人 

 

⑦ 友の会会員事業の推進 

    芸術文化に関する学習や交流事業を通じて、生きがいづくりと相互の交流を図

るため、友の会会員を対象とした事業を推進した。 

                        個人会員 ファミリー会員 団体会員 

友の会会費 １口 ３，０００円 １口 ５，０００円 １口 １０，０００円 

会 員 数 ５８０人 ７６人（３８組） ５２団体 

教室名・回数 団  体  名 参加者(人) 

いけばなのススメ（４） 兵庫県いけばな協会 ７３ 

日舞のススメ（１） 兵庫県舞踊文化協会 ６ 

長唄のススメ（１） 松耀会 ８ 

須磨琴のススメ（１） 一絃須磨琴保存会 ６ 

三味線のススメ（１） 日本民謡民舞兵庫県連合会 ８ 

能楽のススメ（１） 公益社団法人能楽協会神戸支部 ６ 

合計  ６分野（９回） １０７ 



 

【特  典】・文化情報紙「すずかけ」の送付（毎月） 

・研修事業への参加・生活文化大学等の受講料等の割引 

・指定美術館・博物館等の入館料割引 

・提携ホールのチケット料金やホテルの利用料金等の優待 

 

（ア）研修事業の実施 

  県内の人文・自然資源、文化史跡等を訪ね、先人が育んできた歴史・芸術文

化にふれ、そのすばらしさを学んだ。 

【ふるさとウォーク】 

事   業   名 開催年月日 場   所 参加者(人) 

埴岡真弓先生と歩く－網干を訪ねて－ ４．１０．５ 姫路市  １９ 

       計 １事業（１回）    １９ 
 

（イ）文化情報紙「すずかけ」の送付 

友の会会員に対して毎月、文化情報紙「すずかけ」を送付し、情報を提供した。 

 

２ 芸術文化団体等との連携事業 

 

（１）兵庫県地域文化団体協議会への支援 
地域文化の向上と振興に貢献することを目的とする兵庫県地域文化団体協議会の   

事務局を担当し、県内７地域で活動する地域文化団体との連携を深めた。 

【兵庫県地域文化団体協議会構成団体】 

・阪神南文化振興団体連絡協議会 

・阪神北文化振興団体連絡協議会 

・東播磨文化団体連合会 

・西播磨文化協会連絡協議会 

・但馬文化協会 

・丹波文化団体協議会 

・淡路文化団体連絡協議会 

・公益財団法人兵庫県芸術文化協会 

① 地域文化団体との共同事業＊ 
    兵庫県地域文化団体協議会が、各地域において地域の核となる文化団体協議会

等と共同で文化事業を実施した。 

文化団体名 事 業 名 開催年月日等 

阪神南文化振興

団体連絡協議会 

第 27 回アルカディア盲導犬ととも

に音楽を愛でる会コンサート 

４．５．28 

（会場：アルカディア・グレースホール

（芦屋市）） 

阪神北文化振興

団体連絡協議会 
阪神北文化フェスタ 

４．11．13 

（会場：宝塚市立中央公民館） 

東播磨文化団体

連合会 

東播磨文芸誌「東はりま文化子

午線第 46 号」の発行 
５年３月発行 

西播磨文化協会

連絡協議会 
西播磨地域ふれあい文化交流会 

４．10．４ 

（会場：赤穂市民会館 他） 

但馬文化協会 
「－短詩型文学－たじま作品集

第 47 集」の発行 
５年３月発行 

丹波文化団体協

議会 
丹波地域文化フェスティバル 

４．８．５ 

（会場：丹波の森公苑） 



 

文化団体名 事 業 名 開催年月日等 

淡路文化団体連

絡協議会 

淡路文化の祭りとふるさと文化の

交流 
第 41 回全淡短歌祭 
第 46 回淡路島俳句大会 
第 44 回淡路文学作品展 
 

 
 
４．７．31 
４．11．13 
４．11．25～12．６ 
（会場：洲本市立淡路文化史料館他） 

 

② 地域文化を考えるシンポジウム 

地域文化の活性化を図るため、淡路地域に県内市町文化協会・団体の会員が一

堂に会し、地域における文化振興の現状や課題、地域の特色を生かした事業の推

進方策等について情報交換や協議を行った。 

 

【開催日】 令和４年１１月２５日 

【会 場】 洲本市文化体育館(しばえもん座) 

【主 催】 淡路文化団体連絡協議会、兵庫県地域文化団体協議会、公益財団法

人兵庫県芸術文化協会 

【テーマ】 くにうみの島淡路の歴史と新しい地域文化の創造 

【内 容】 「淡路のえェとこ魅せまＳＨＯＷ」と題し、第１部は映像と語りで、

第２部は演奏とお話しで淡路の多彩な魅力を披露 

【参加者】 県内各地文化関係者３６１人 

 

（２）ふれあいの祭典－県民文化普及事業 ＊ 

   県内全域に文化のすそ野を拡大していくため、県域文化団体、開催市町とともに

実行委員会を立ち上げ、広報宣伝・観客誘致等を行った。 

事    業    名 開催年月日 会 場 参加者（人） 
丹波地域文化フェスティバル ４．８．５ 丹波市 ３４７ 

ひょうご合唱の祭典 ４．８．21 加東市 ３３９ 

ひょうご演劇祭 ４．８．27 西宮市 ２１７ 

ひょうご邦楽の祭典 ４．８．28 西宮市 ３８１ 

西播磨地域文化フェスティバル① ４．９．３～９ たつの市 ５５３ 

ひょうご日本民謡フェスティバル ４．９．18 神戸市 ３８０ 

アンサンブル・フェスティバル兵庫 ４．９．18 西宮市 ３５７ 

ひょうご民俗芸能祭 ４．９．23 播磨町 ３０２ 

兵庫県交響楽祭 ４．10．２ 丹波篠山市 ９００ 

ひょうご名流舞踊の会 ４．10．２ 神戸市 １，３２４ 

詩のフェスタひょうご ４．10．２ 神戸市 ９３ 

ひょうご大茶会 ４．10．16 神戸市 ３３７ 

兵庫県いけばな展（神戸展） 
４．10．17 
     ～22 

神戸市 ６，９２４ 

ひょうご吟剣詩舞道祭 ４．10．30 姫路市 ９００ 

ひょうご洋舞フェスティバル ４．11．５ 西宮市 ９８６ 

全国手工芸コンクール in ひょうご 
４．11．11 

   ～13 
神戸市 １，３６５ 

兵庫県いけばな展（地域展） 
４．11．12 

   ～13 
神戸市 １，１１９ 

阪神北文化フェスタ ４．11．13 宝塚市 １９１ 



 

兵庫短歌祭 ４．11．19 佐用町 １４３ 

和太鼓フェスティバル in 兵庫 ４．11．20 養父市 ５２８ 

東播磨地域文化フェスティバル① ４．11．23 加東市 ５８４ 

ひょうご俳句フェスティバル 表彰式中止 － １，３３１ 

西播磨地域文化フェスティバル② ４．12．４ 宍粟市 ３２２ 

兵庫ふれあい美術展 
４．12．24 

～26 
神戸市 １，３２２ 

東播磨地域文化フェスティバル② 
４．２．17 

   ～19 
加古川市 ９６３ 

兵庫県川柳祭 コロナ感染影響により中止 

音楽とダンスの祭典 in Hyogo コロナ感染影響により中止 

ひょうごブラスフェスティバル 台風の影響により中止 

合計   ２２，２０８ 

 

（３）市町ホール活用支援事業 
市町ホールの活性化、県内公立文化施設間の連携強化を図るため、２市町のホー

ルが音楽や演劇等の大型自主公演を共同で企画する事業を支援した。 
   （単位：千円） 

公    演    名 開催年月日 会 場 参 加 者 （ 人 ） 助成額 

立川志らく独演会 
４．６．４ 加東市地域交流センター １９０ 

1,374 
４．９．１０ 太子町立文化会館 ３７９ 

Sings ジブリ 
４．６．１１ 田園交響ホール ６７７ 

2,000 
４．６．１２ 赤とんぼ文化ホール ８５２ 

こどもオペラ「星の王子さま」 
４．９．１０ 加古川ウェルネスパーク １９８ 

650 
４．９．１１ 淡路市立しづかホール １８２ 

合    計     ２，４７８ 4,024 

 

（４）舞台芸術鑑賞機会創出事業 
新型コロナウイルス感染症により減少した子どもの舞台鑑賞機会や県内の若手ア

ーティストの活動機会を提供するため、県内文化施設等において実施される音楽・

演劇等で、一定数の座席を児童・生徒・学生（小、中、高校、大学生等）向けに無

料とする公演の経費を支援した。 

【助成件数】 ３３件 

【助成内容】 クラシックバレエ、マリンバコンサート、県内落語家による名人寄席 等 

【助成金額】 １３，３５６千円（助成率１／２・上限 500 千円） 

【鑑賞者数】 ８，７０１人 

【うち無料】 ２，２１５人 

 

（５）ひょうご文化交流のつどい ＊ 
 県域文化団体等の協賛のもと、様々な分野の文化関係者が一堂に集い、交流・親

睦を深める事業であるが、令和２年度、３年度に続いて、新型コロナウイルス感染

症により中止した。 



 

（６）芸術文化団体等の事業への支援 
  芸術文化団体等が主催する文化振興事業に対し、後援、協賛するとともに、優秀

作品に「兵庫県芸術文化協会賞」を贈った。 

     【後援事業件数】  ２２６件 

【協会賞交付件数】  ６５件 

 

（７）兵庫県文化賞受賞者懇話会への支援 
兵庫県文化賞受賞者で構成される、兵庫県文化賞受賞者の事務局運営等を支援し、

芸術文化の振興を図った。 

 

注）＊印の３事業は「正味財産増減計算書内訳表」の収益事業等会計に分類される

もののうち「その他の事業（芸術文化団体との連携事業）」に区分される事業 

 

３ ひょうごアーティストサロンによる県内アーティストへの支援事業 

 

（１）芸術文化関係者の交流・連携の促進 
   様々な分野の芸術文化関係者がアーティストサロンに集い、出会い、語らいの場と

して利用され、交流の拠点としてサロン機能を発揮した。 

【来場者数】 ３，０１８人 

 

（２）相談・助言・斡旋事業の実施 
     芸術文化情報の収集・発信を通して蓄積した人材情報等に基づき、初心者から若

手、中堅を問わず芸術文化活動に関する企画・ＰＲ方法等、様々な相談に応じた。 
【相談件数】 ２３９件 

【さわやかステージ斡旋件数】 １５件 

 

（３）若手アーティストの育成・支援 
① 新進美術家作品展（再掲） 

② 県民会館ロビーコンサート（再掲） 

③ 県内芸術家ロビーコンサート（再掲） 

④ 新進芸術家育成プロジェクト・リサイタルシリーズ（再掲） 

 

４ 情報の提供 

 

（１）文化情報紙「すずかけ」の発行 
生活文化大学をはじめとする当協会主催事業や芸術文化団体主催事業など、芸術

文化に関する情報を発信した。 

【仕  様】 タブロイド版、４ページ、外面２色刷り 

【発  行】 毎月１回  各５，０００部 

【内  容】 ・生活文化大学やリサイタル等の主催事業、県内の芸術文化事業 

 ・芸術文化センター事業、ピッコロシアター事業 

 ・友の会（おすすめスポット）たずね歩き 

友の会の特典提携をしている文化施設とその周辺施設を紹介 

 ・各種文化情報 

 

（２）文化情報の提供 
兵庫県民会館に、文化情報紙、県内施設等の催し物案内チラシ等を配架し、多

彩な文化情報を提供した。 

 



 

（３）ホームページの運営（https://hyogo-arts.or.jp） 
協会概要や本部事業、各施設の公演、展覧会事業等を幅広く紹介した。 

【内  容】・協会概要 

・事業案内（協会主催事業等） 

・管理施設へのリンク 

【アクセス数】 ７６，２８９件（令和４年４月～令和５年３月） 

 

（４）その他多面的な広報活動 

① ＳＮＳの運営 

兵庫県に関係の深い新進・若手アーティスト等の発表の場の創出と鑑賞機会の

提供を目的として、YouTube チャンネルにおいて、アーティストの動画作品 118 本

及び県民芸術劇場登録団体ＰＲ動画 76 本を配信した。Twitter、Facebook、

Instagram を活用して、兵庫県生活文化大学等の各種講座や展覧会、コンサート等

のイベント情報等を発信した。 

・YouTube チャンネル登録者数  3,032 人（R5.3.31 時点） 

・Twitter フォロワー数          306 人（  〃    ） 

・Facebook フォロワー数        258 人（  〃   ） 

・Instagram フォロワー数        491 人（  〃   ） 

② マスメディア等による情報提供 

・テレビ、ラジオ、新聞等への記者発表、資料配付など 

③ 県内文化施設等多様なチャンネルを活用した情報提供 

県立美術館、県立歴史博物館、県立考古博物館等事業を共催している施設と連

携してＰＲしたほか、県内の文化施設や図書館、各教育機関を通じて情報発信を

行った。 

https://hyogo-arts.or.jp


令和４年度　兵庫県立美術館王子分館　事業体系表

　県立美術館王子分館の
　管理・運営

原田の森ギャラリーの管理・運営 貸しギャラリー等の実施

ギャラリー運営会議の実施

情報の提供・広報

その他、施設利用者の利便向上への
取り組み

情報の提供・広報 

横尾忠則現代美術館の管理・運営 横尾作品を中心とした展覧会の開催

貴重なアーカイブ資料の整理と公開

オープンスタジオを活用した多彩なイベントの実施

企画展関連事業

オープンスタジオコンサート等

作品・資料等の保存・修復活動

ひょうごプレミアム芸術デーの実施

連携によるにぎわいづくり

地域、団体、他館との連携



 

  

〔県立美術館王子分館の管理・運営（概要）〕 

1 原田の森ギャラリーの管理・運営 

（１）貸しギャラリーの適正な運営 

地域のプロ・アマチュア芸術家、芸術文化団体の作品発表の場として、また、県民が

さまざまな芸術文化に触れ、交流する場となるよう、ギャラリー運営会議の助言を得
ながら、ギャラリーの適正で、効率的な運営に努めた。 

【来館者数】 １３１,５３３人  【展示室の利用率】 ８９.４％ 
 
（２）ギャラリーの利便性向上 

建物構造が複雑で初めての人には分かりにくいため、本館１階ロビーにタッチ式デジ

タルサイネージを新たに導入し、当日の催しや各室への行先案内等の情報提供や案内サ

インの見直しをするなど、施設利用時の利便性向上に努めた。 

 

２ 横尾忠則現代美術館の管理・運営 

（１）横尾作品を中心とした展覧会 

開館10周年を記念して、これまでの企画展をダイジェストで振り返る「満満腹腹満
腹」をはじめ３つの展覧会のほか、美術館４階に整備した「横尾忠則コレクションギ
ャラリー」において、同氏所蔵の著名作家の作品を展示した。  
【展覧会の入場者数】３５,１４０人 【来館者数】５７,６７５人  

 
① Forward to the Past 横尾忠則  寒山拾得への道  

（同時開催「YOKOO TADANORI COLLECTION GALLERY 2022 Part1」） 

期 間：令和４年４月９日～７月18日（87日） 入場者数：11,165人  
 

② 横尾さんのパレット 

（同時開催「YOKOO TADANORI COLLECTION GALLERY 2022 Part2」） 

  期 間：令和４年８月６日～12月 25日（122日） 入場者数：14,397人  
 

③ 横尾忠則展 満満腹腹満腹 

  期 間：令和５年１月28日〜５月７日（86日） 入場者数：9,578人(3月末現在) 
 
（２）アーカイブ資料の整理・公開 

横尾氏から受け入れているデザイン原稿、書籍等のアーカイブ資料について、県内
３大学から博物館実習生等を受入れながら整理を進め、順次「アーカイブ資料リスト」

として公開した。（整理済 4,817点、ウェブ公開リスト 3,840点） 
 
（３）ひょうごプレミアム芸術デーの実施 

県民が気軽に芸術文化に触れる機会として、県が設定した「ひょうごプレミアム芸

術デー」の一環として、次の取組を行った。 
① 無料開放 ７月12日～18日（７日間、入場者 2,942人） 
②「三田村管打団？」及び「テリー・ライリー」のライブ開催 

 
（４）美術館の魅力や情報の発信 

来館者の拡大に向けて、イベントの開催のほか、横尾作品の魅力や展覧会情報等に
ついて、さまざまな機会やツールを活用して発信に努めた。  

  〈主な取組〉 
・オープンスタジオコンサート （４回、参加 747人） 
・キュレーターズ・トークと同動画のYouTube配信（参加・視聴 7,274人） 

・ＳＮＳ広告（Facebook,Instagram）による発信（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ誘導 20,707回） 
・神戸ＰＲアンバサダー（在住外国人）の展覧会招待（SNS発信を期待） 

 



 

〔県立美術館王子分館の管理・運営（評価）〕 

 

１ 原田の森ギャラリーの管理・運営 
 
（１）施設の利用状況 

令和４年度のギャラリーの利用率、来館者数とともにコロナ前の水準までほぼ回復

してきた。また、施設利用料収入は展示室、会議室、駐車場とも平成 14年オープン以

来、過去最高の売上高となった。 

 

（２）利用者からの評価 
展示室利用者を対象としたアンケート調査では、「非常に満足」「満足」の合計は、

職員の応対 98.4％、施設利用の満足度 100％であった。利用者からは「広く、明るく、

落ち着いた雰囲気」「来場者にも喜ばれた」との声を多くいただいた。 

 

２ 横尾忠則現代美術館の管理・運営 

（１）横尾作品を中心とした展覧会 

令和４年度は、来館者数・入場者数ともにコロナ禍前の令和元年度の水準まで回

復した。特に、開館10周年記念として実施した３本の企画展のいずれもが好評であ

ったことから、展覧会の入場者数目標（3.5万人）を達成することができた。 

 

また、横尾氏が収集し、同氏の創作に影響を与えた作品等を展示する「コレクシ

ョンギャラリー」（令和２年度整備）が軌道に乗るとともに、これと同時に整備した

「キュミラズム・トゥ・アオタニ」は、美術館の新たな魅力スポットとして人気を

集めている。 

 

（２）アーカイブ資料等の活用 

整理した資料は、当館での展示のほか、外部の美術館関係者や研究者等の依頼に

応じて閲覧に供するとともに、ギンザ・グラフィック・ギャラリー（令和５年度開

催：「横尾忠則 銀座番外地」）に資料約 40 箱を貸し出すなど有効活用された。 

 

（３）ひょうごプレミアム芸術デーの実施 

   展覧会の無料開放には、通常の約３倍の入館者があり、横尾作品の魅力に触れて

いただく機会となった。また、「テリー・ライリー」ライブの参加者募集には多くの

反響があり、横尾美術館を全国へ発信することができた。 

 

（４）美術館の魅力や情報の発信 

    従来からのポスター等の広報やイベントに加え、新型コロナを契機に始めた「キュ

レーターズ・トーク」のYouTube発信やＳＮＳ広告により、美術館及び展覧会の魅力

をより広く発信できたことが、展覧会の入場者数の増加に一定の効果があったと考

えられる。 

   今後は、2025大阪関西万博を見据え、全国や海外からの来館者を獲得するため、 

ＳＮＳ等の活用による効率的、広範囲への情報発信が重要になってくる。 

 



〔県立美術館王子分館の管理・運営（詳細）〕 
    

兵庫県立美術館王子分館の指定管理者として、横尾忠則現代美術館において展覧会、

公開制作やコンサートなど各種催しを開催し、芸術文化に関する情報発信や情報収集

を行った。また、原田の森ギャラリーでは、地域のプロ・アマチュア芸術家の発表の

場としての役割を果たすよう管理・運営に努めた。  

【所在地】 神戸市灘区原田通３丁目８番３０号 

【施  設】 〈原田の森ギャラリー〉 本館（1・2 階展示室）、東館（1・2 階展示室）、

会議室等（５室） 

〈横尾忠則現代美術館〉 アーカイブルーム、展示室（2・3 階）、 

                   コレクションギャラリー、休憩･交流スペース 

オープンスタジオ、ミュージアムショップ、 

インフォメーション 

             〈喫茶棟〉 

〈附属駐車場〉 ３１台 

 

１  原田の森ギャラリーの管理・運営 

（１） 貸しギャラリー等の実施 
公立美術館としては全国最大規模となる貸しギャラリーや実技教室を活用した洋画・

日本画・書道・彫塑等の作品発表、並びに絵画教室等が開催されたとともに、造形芸

術の活動・交流・情報発信拠点づくり及び創作活動の発表の場づくりに努めた。 

 

  【来館者数】 １３１，５３３人 

【利用状況】             （単位：日、％又は台、( )内対前年比） 

施設名 室数等 開館日数 利用日数 利用率 

展示室 ４室 1,224  1,094 (115.9%)  89.4 (111.1%)  

会議室等 ５室 1,530  993 (112.7%)  65.0 (108.2%)  

駐車場 31 台 306  306 (104.4%)  16,034 台 (110.2%)  

【利用料収入状況】                     （単位：円、税込） 

区  分 金  額 ()内対前年比 区  分 金  額 ()内対前年比 

展示室 23,379,800 (107.4%)  附属設備 501,225 ( 99.7%)  

会議室等 5,931,150 (114.6%)  駐車場 8,309,400 (111.5%)  

収蔵庫 6,227,100 (104.8%)  利便施設 520,939 (100.0%)  

  合  計 44,869,614（108.5%） 
  

（２） ギャラリー運営会議の実施 

広く公平・適正な利用を推進するとともに、効率的・計画的なギャラリー運営の円

滑化を図るため、絵画、美術・工芸、書等の専門家で構成されるギャラリー運営会議

を開催し、貸出計画案の承認を得た。令和４年度については、令和５年４月から令和

７年３月までの利用調整のため、３回の運営会議を開催した。 

・第１回運営会議 令和４年６月 ８日 

・第２回運営会議 令和４年９月 21 日 

・第３回運営会議 令和５年２月 17 日 
 

 

（３）情報の提供・広報 

   ① ホームページの運営（https://hyogo-arts.or.jp/harada） 

    【内  容】施設概要、利用案内、空室情報、展覧会案内 等 

② 催し物案内の配布 

https://hyogo-arts.or.jp/harada


 

２ 横尾忠則現代美術館の管理・運営  

横尾忠則氏の優れた作品等について広く鑑賞する機会を提供するため、横尾作品を中

心とする展覧会を開催した。令和４年度は、開館 10 周年記念として３本の展覧会に加

え、美術館４階に整備した「横尾忠則コレクションギャラリー」において、横尾氏が収

集し、影響を受けた世界の著名作家の作品を展示した。 
   

【展覧会の入場者数】３５，１４０人  【来館者数】５７，６７５人  

 

（１）横尾作品を中心とした展覧会の開催（令和５年３月末現在） 

展 覧 会 名 
開館 10 周年記念 
Forward to the Past 横尾忠則 寒山拾得への道 

開催期間（日数） 令和４年４月９日～７月 18 日（87 日）  

入場者数（人） 11,165 人 

内有料入場者数 6,259 人（有料入場率：56.1%） 

展 示 内 容 

横尾忠則の最新作「寒山拾得」シリーズを紹介。近年患って

いる難聴と手の腱鞘炎の症状により、横尾の絵は自らが「朦

朧体」と呼ぶように線の揺らぎと色彩の重なりに特徴があ

る。画業 40 年にしてたどり着いたこのスタイルは、実はこれ

までに横尾が何度も試みてきたものだった。本展では、新作

と過去作を合わせて展示し、その共通点を探ることで横尾が

繰り返し試しては追い求めてきた絵づくりについて考察した。 

【出品点数：約 70 点】 
 

展 覧 会 名 YOKOO TADANORI COLLECTION GALLERY 2022 Part1 

開催期間(日数) 同 上 

展 示 内 容 

横尾がコレクションをしたマン・レイ（1890-1976）の作品（女

性の写真シリーズ）とあわせて、横尾によるマン・レイをモチ

ーフにした作品もあわせて展示した。 【出品点数：約 30点】 
 

展 覧 会 名 開館10周年記念 横尾さんのパレット 

開催期間（日数） 令和４年８月６日～12月25日（122日） 

入場者数（人） 14,397人  

内有料入場者数 10,886人（有料入場率：75.6％）  

展示内容 

横尾作品の特徴である鮮やかな色彩に着目した展覧会。絵画作

品をテーマや様式から解放して色で分類し、展示室をパレット

に見立てたインスタレーションでヨコオワールドを再構築した。 

また、使用済みのパレットや公開制作で使用した絵具など、作

品が生まれる背景も合わせて展示した。【出品点数：約 120 点】 
 

展 覧 会 名 YOKOO TADANORI COLLECTION GALLERY 2022 Part2 

開催期間(日数) 同 上 

展 示 内 容 

トム・ウェッセルマン、ジャスパー・ジョーンズ、アンディ・

ウォーホル、フランシス・ピカビア、ジョルジョ・デ・キリコ

など、横尾が収集した版画やポスターを展示。 

【出品点数：約16点】 

 



展 覧  会 名 開館 10 周年記念 横尾忠則展 満満腹腹満腹 

開催期間（日数） 令和５年１月 28日〜５月７日（86 日） 

入場者数（人） 9,578 人 

内有料入場者数 7,518 人（有料入場率：78.5%） 

展 示 内 容 

これまでに開催した企画展をダイジェストで振り返る展覧会。10

年前の開館記念展「反反復復反復」のセルフ・パロディーでもあ

る本展では、限られた展示空間に、これまで開催された 29本の展

覧会を限界まで詰め込むことを試みた。そこに立ち現れるカオス

的な空間は、85 歳を過ぎてもなお精力的に制作し続ける横尾の、

尽きることのないエネルギーを象徴するものとなった。 

【出品点数：約 260 点】 

 

（２）貴重なアーカイブ資料の整理と公開 
横尾氏から寄託されたイラストやポスター、デザイン原稿はじめ、蔵書・関連記事

の掲載誌、レコード収集品などのアーカイブ資料について、順次、整理・公開した。 

また、資料整理をより円滑に行うため、博学連携として、県内の大学から博物館実

習生やインターン生を受け入れた。 
 

  ① 整 理 

（ア）整理済み資料 4,817 点（うちウェブサイト公開の資料リスト 3,840 点） 

               ＊ 個人情報を含んだ資料等を除いたリストを公開 

  （イ）実習生等の受入れ 

       ・博物館実習生：甲南大学 11 名、甲南女子大学４名、神戸芸術工科大学２名 

・インターン生：神戸芸術工科大学２名 

 ② 公開等 

（ア）整理済み資料については閲覧可能（無料、要予約、個人への貸出不可） 

・これまでの利用実績：97 件（美術館関係者、研究者、学生等) 

 （イ）企画展等での展示 

   

（３）オープンスタジオを活用した多彩なイベントの実施  

  ① 企画展関連事業 

楽しく鑑賞できるよう見どころを学芸員が分かりやすく解説するキュレーターズ・

トークを展覧会ごとに実施した。また、来館を促し集客につなげるため、各展覧会

の PR 動画やキュレーターズ・トークの映像をホームページで公開した。 

 

〔Forward to the Past 横尾忠則 寒山拾得への道〕   （令和５年３月末現在） 

事 業 名 開催日 出演者・講師 参加者数 

キュレーターズ・トーク 
R4.4.30  
   5.28 
   6.25 

当館学芸員 109 人 

ギャラリートーク動画 

（YouTube 配信等） 
R4.6.3～ 同 上 視聴数 1,879 回 

PR 動画（YouTube 配信等） R4.6.3～ 同 上 視聴数 177 回 

 計 
2,165 人 

(うちｵﾝﾗｲﾝ 2,056 人） 

 
 
 



 
〔横尾さんのパレット〕                (令和５年３月末現在) 

事 業 名 開催日 出演者・講師 参加者数 

パレット的ギャラリーツアー 

R4.8.27 
   9.10 
  10. 8 
  12.10 

当館学芸員  81 人 

PR 動画（YouTube 配信等） R4.9.18～ 同 上 視聴数 787 回 

ギャラリートーク動画 

（YouTube 配信等） 
R4.9.30～ 同 上 視聴数 1,604 回 

ギャラリートーク動画〈おまけ〉 

（YouTube 配信等） 
R4.10.15～ 同 上 視聴数 350 回 

                         計 
2,822 人 

(うちｵﾝﾗｲﾝ 2,741 人) 

 

〔横尾忠則展 満満腹腹満腹〕             (令和５年３月末現在) 

事 業 名 開催日 出演者・講師 参加者数 

キュレーターズ・トーク 
R5.2.18 
R5.3.18 

当館学芸員  91 人 

ギャラリートーク動画 

（YouTube 配信等） 
R5.2.24～ 同 上 視聴数 2,073 回 

ギャラリートーク動画〈おまけ〉 

（YouTube 配信等） 
R5.2.24～ 同 上 視聴数 123 回 

 計 
2,287 人 

(うちｵﾝﾗｲﾝ 2,196 人) 

 
② オープンスタジオコンサート等（当館１階） 

地域のにぎわいづくりと、当館の新たなファン層の拡大をめざし、令和４年度は、

新たに始まった「ひょうごプレミアム芸術デー」特別イベントとしてミニマル・ミュ

ージックの代表的作曲家であるテリー・ライリーのライブをはじめ、４つのコンサー

トを開催した。 
 

イベント名 開催日 出演者 参加者数 

地域連携イベント 
三田村管打団？真夏のプレミア
ムライブ from 水道筋商店街  
to 横尾忠則現代美術館 

R4.7.16 三田村管打団？ 
パレード 300人 

ライブ  125人 

木５と金５ 〜木管五重奏と金
管五重奏のサウンドを一度に楽
しめるコンサート〜 

R4.9.3 久保田裕美ほか 109人 

Project 173  
テリー・ライリーライブ 
@Y+TMOCA 
(ひょうごﾌﾟﾚﾐｱﾑ芸術ﾃﾞｰ特別ｲﾍﾞﾝﾄ） 

R4.11.3 
テリー・ライリー 

   ほか 
105人 

播磨弦楽四重奏団 ショスタコ
ーヴィッチ・チクルス vol.5 

R5.2.4 播磨弦楽四重奏団 108人 

                        計 747 人 
 



（４）作品・資料等の保存・修復活動  
  収蔵作品及び資料を良好な状態で保存するため、劣化要因（温湿度、光、空気汚染

物質、有害生物など）を制御、排除することで、館内環境を良好に保つよう努めた。 

保存・修復に際しては、作品のオリジナル性を熟慮したうえで作品の現状維持修復を

原則に必要最小限度の修復処置を心がけるとともに、電気製品を用いた作品やその他

ミクストメディア作品については、各分野の専門家と協力し多角的な視点で修復に取

り組んだ。 

 

（５）ひょうごプレミアム芸術デーの実施 
令和４年度から芸術文化を気軽に楽しめる機会として、県立芸術文化施設を無料

開放する「ひょうごプレミアム芸術デー」が設定され、当館でも実施した。 

期 間：令和４年７月12日～18日（７日間） 

内 容：展覧会の無料開放（入場者数 2,942人） 

  特別イベント 

   ・三田村管打団？真夏のプレミアムライブ（R4.7.16） 

   ・Project173 テリー・ライリーライブ＠Y＋TMOCA（R4.11.3） 

 

（６）連携によるにぎわいづくり  
① 地域との連携 

（ア）地域住民・商店街等との連携 

     ・ポスター・チラシの配布 

・灘区が地域住民と実施している「灘総合芸術祭」連絡調整会への参加 

     ・「ひょうごプレミアム芸術デー」開催に合わせて水道筋商店街や王子動物園 

を巡るパレードと美術館でのライブ（「三田村管打団？」演奏）を実施。 
 

（イ）美かえるカラフルマルシェの開催 

     ミュージアムロード沿いの阪神電鉄、シマブンコーポレーション、地元商店 、

県立美術館と共催するアートを軸とした賑わいづくりイベント。（平成28年～） 

３年ぶりの開催となる令和４年度は、ワークショップやステージショー、グ

ルメ＆物販等、家族が楽しめるイベント形式で開催。当館は、兵庫教育大学と

連携し、産業活動から生じた余剰品を活用して仮装コスチュームを作るワーク

ショップを実施した。 
 

② 団体等との連携 

   日本自動車連盟（JAF）、コープこうべ等と団体割引提携を行い、会員等の来館

促進を図った。（令和４年度実績／JAF：693人、コープこうべ657人） 
 

   ③ 他館との連携 

（ア）周辺文化施設(神戸文学館、､王子動物園、BBプラザ美術館、県立美術館 等) 

        ・相互のポスター・チラシの掲示 

・県立美術館とは、半券提示での相互割引を実施 
     

 （イ）国内の美術館等 

・横尾氏関連の美術館として広報連携 豊島横尾館、西脇市岡之山美術館 

・作品、アーカイブ資料等の貸出 

ギンザ・グラフィック・ギャラリー「横尾忠則 銀座番外地」展 

川崎市岡本太郎美術館ほか全国５会場「顕神の夢」展 

徳島県立文学書道館「寂聴 美のコレクション」展 
 

 （ウ）海外の美術館等 

令和４年度に上海当代芸術博物館で横尾氏の大規模個展が計画されていた

が、新型コロナウイルスの影響により実現しなかった。 

 



（７）情報の提供・広報 
『横尾芸術の一大拠点』、『様々な芸術に触れることのできる場』、『国内外の美術館等

との連携』、『参加・体験型のミュージアム』といった当館の魅力を、様々な媒体によ

り、幅広い層に伝えるとともに、ミュージアムロードをはじめとする地域との連携も

図りながら、効果的な広報活動を展開。 

① 展覧会毎の取組 

 （ア）知事定例記者会見での発表、記者説明会の開催 

（イ）横尾氏がデザインしたチラシ・ポスター等の配布 

（ウ）神戸街めぐり１day クーポンや神戸観光スマートパスポートでの販売（神戸

観光局）や、オンラインでのチケット販売（楽天チケット、ソノリゴ） 

（エ）交通広告（JR、阪急、山陽）の実施 

   （オ）三宮センター街へ展覧会 PR用大型懸垂幕を設置 

   （カ）展覧会関連事業を通じた話題づくり（動画配信など） 

   （キ）JR 三ノ宮駅交番北側に展覧会看板の掲出 

    （ク）SNS 広告による発信(Facebook／Instagram) 
        ３展覧会×各１週間、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ誘導 20,707 回 

 
② 年間を通じた取組  

（ア）マスメディアの活用 

       ・テレビ・ラジオのニュース・特集番組、新聞・雑誌等 

     ・美術手帖ﾀｲｱｯﾌﾟ広告「横尾忠則に聞く-横尾忠則現代美術館とは何か」掲載 

（イ）県広報誌（県民だよりひょうご「文化の風」）、兵庫ジャーナル等 

（ウ）館長によるトップセールス（講演会等における PR 等） 

（エ）国際的な PR 

  ・県立美術館、ＢＢプラザ美術館と共同での英語・中国語パンフレットの配布 

 ・英語字幕付きの YouTube 動画の制作・配信 

 ・神戸 PRアンバサダー(在住外国人）の展覧会招待及び参加者による SNS 発信 

（オ）インターネットによる情報発信（https://www.ytmoca.jp） 

 ・館ホームページ、ツィッター、フェイスブック、インスタグラム 

・フォロワー数約 35 万人を持つ横尾氏のツイッターとの連携 

・当館公式ユーチューブチャンネルを開設（R２年８月～） 

   ギャラリートーク（字幕：日・英）や当館学芸員が美術館の仕事の概要

を語る「Y＋TMOCA の舞台裏」（字幕：日・英・中・韓）を配信 

   （カ) 各種情報誌、フリーペーパー等への掲載 

   （キ）横尾氏の連載 

・週刊朝日「シン・老人のナイショ話」 

・月刊神戸っ子「神戸で始まって神戸で終る」 
 

  〔参考：掲載等の状況〕 

 新聞 テレビ・ラジオ 

Forward to the Past 

横尾忠則 寒山拾得への道 

特集記事（展評等）４回 

案内記事（開催情報等）23 回 

３回 サンテレビ、  

ラジオ関西等  

横尾さんのパレット 
特集記事（展評等）６回 

案内記事（開催情報等）19 回 

６回 サンテレビ、  

ラジオ関西等     
３ その他、施設利用者の利便向上への取り組み（収益事業） 

・有料駐車場の運営（時間貸、収容台数 ３１台） 

・カフェスペースの貸出（横尾忠則現代美術館） 

・関連グッズショップのショップ設置・運営（横尾忠則現代美術館） 

・飲料自動販売機の設置（２台） 

https://www.ytmoca.jp


　兵庫県民会館の管理・運営

令和４年度　兵庫県民会館　事業体系表

その他、施設利用者の利便向上への取り組み

県民会館の管理・運営

ギャラリー運営会議の開催



〔兵庫県民会館の管理・運営（収益事業）〕 

当協会は、平成 18 年度から６期 18 年にわたり兵庫県民会館の指定管理者として管

理運営を担っており、広く県民にホール・会議室等の施設を提供するなか、運営経費

のコスト削減、経営の合理化に努め、芸術文化に親しむ環境の更なる充実を図った。 

当会館では、利用者の安全・安心を確保するため、新型コロナウイルス感染症対策

を徹底し万全の対応を図るとともに、①ネット会議や配信事業での利用に向けた貸館

部門の通信環境（LAN、Wi-Fi）の整備・向上、②パソコンやスマートフォンでギャラ

リーを歩くような感覚で展示品を鑑賞できるバーチャルギャラリー“Walk 360”の運

用、③特別展示室の空き期間を活用した作品展示など、会館の利用拡大や賑わいづく

りのための取り組みを行った。 

【所在地】 神戸市中央区下山手通４丁目１６番３号 

【施 設】 パルテホール（収容 144 人）、けんみんホール（客席数 360 席）、会議室(18 室)、

集会室（３室）、宴会室（３室）、時間貸駐車場（36 台）、月極車庫（44 台）、団体

事務室（23 団体）、営業店舗（2 業者）、アーティストサロン、兵庫県民アートギャ

ラリー（４室） 
 

１ 利用状況等 
【来館者数】４２３，３８５人 

 
【利用状況】               （単位：日、％又は台、( )内対前年比） 

施設名 室数等 開館日数 利用日数 利用率 

パルテホール 1 室  355 229（146.8%） 64.5(139.6%) 

けんみんホール 1 室  355 252（133.3%） 71.0(127.0%) 

会議室 18 室  6，390 3，846（120.0%） 60.2(114.2%) 

集会室（和室） 3 室  1，065 501（100.2%） 47.0( 95.3%) 

宴会室 3 室  1，065 670（132.4%） 62.9(126.1%) 

アートギャラリー 4 室  1，420 605（159.6%） 42.6(152.1%) 

時間貸駐車場 37 台  365 365（100.0%） 35,307 台(113.1%) 

月極車庫 44 台  １２ヵ月 １２ヵ月 525 台( 99.8%) 
 

【利用料収入状況】                      （単位：円、税込） 

施設名 金額 ( )内対前年比 施設名 金額 ( )内対前年比 

パルテホール 21,476,860 (150.0%) 事務室及び倉庫 30,348,939 (101.2%) 

けんみんホール 13,627,300 (152.3%) 利便施設 540,027 (106.8%) 

会議室 29,950,100 (121.9%) 月極車庫 18,900,000 ( 99.8%) 

集会室（和室） 1,801,900 (104.5%) 時間貸駐車場 29,460,000 (120.2%) 

宴会室 11,556,250 (135.3%) その他（附属設備） 208,920 (111.4%) 

アートギャラリー 12,381,750 (156.6%) 合   計 170,252,046 (121.5%) 

 

２ ギャラリー運営会議の開催 
公平・適正な利用を確保するとともに、効率的・計画的なギャラリー運営の円滑化や、

新型コロナウイルス感染症の影響下での利用促進を図るため、絵画、美術・工芸、書等

の専門家で構成されるギャラリー運営会議（３回）を開催し、貸出計画案の承認を得た。 

・第１回運営会議 令和４年５月 18 日 

・第２回運営会議 令和４年９月 21 日 

・第３回運営会議 令和５年２月 17 日 

 

 

 
 



３ その他、施設利用者の利便向上への取り組み 

・有料駐車場の運営（時間貸、収容台数 ３６台、月極、収容台数 ４４台） 

・喫茶等のスペースを貸出 

・飲料自動販売機の設置（８台） 

・図書頒布販売、他主催入場券等の受託販売 
 

〔県民会館の管理運営事業等 評価〕 

１ 利用状況等 

令和４年度も新型コロナウイルス感染症の影響により、集客施設の利用を手控える傾

向が続き、利用に改善傾向が見えたが低調なまま年度末を迎えた。 （会議室利用率 令

和元 70.8%→②54.1%→③52.7%→④60.2％） 

集客施設の利用や外出、催事の抑制・自粛ムードが続くなか、感染防止対策の徹底に

加え、会議室等の通信環境（LAN、Wi-Fi）向上によるウェブ会議等の取り込みやバーチ

ャルギャラリー“Walk 360”の本格運用、けんみんホールやロビーを活用した新進アー

ティストの活躍の場の設定など、新たな利用に繋がる取り組みにより、県民会館利用料

収入は対前年度比 121.5％と前年度を上回ることができた。 

 （参考：利用料収入の対令和元年度比 91.5％） 

２ 施設・設備改修 

県民会館は築 50 年以上が過ぎており、施設利用者に安全に安心して利用していただ

くため、施設・設備の改修やメンテナンスを適時適切に行なっている。また、県補正予

算2,139千円を確保して非常用発電機の蓄電池更新やパルテホールの音響設備を改修す

るなど、館内の快適性・利便性の維持・向上に努めている。 

【県民会館の指定管理】 

当協会は、指定管理者制度が始まった平成 18 年度から指定管理者として県民会館の

運営を安定的かつ効率的に行ってきており、毎年度実施している利用者アンケートで

は、「職員・スタッフの対応」を 88%の人が満足と回答しており、管理・運営の各項目で、

概ね良好な評価を得ている。（７月と３月の２回実施） 

 


